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な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
野
球
部
の
夏
・
春

の
甲
子
園
大
会
出
場
と
い
う
活
躍
は

目
覚
ま
し
く
、
同
窓
会
会
員
の
皆
さ

ま
に
も
ご
支
援
・
ご
声
援
な
ど
の
成

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
各

部
活
動
の
取
組
は
「
二
松
だ
よ
り
」

や
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
、
73
期
生
２
０
１
名
の

卒
業
生
を
送
り
出
し
、
同
窓
会
も

1
万
8
千
余
名
を
数
え
ま
す
。
今
後

も
伝
統
を
未
来
に
繋
い
で
い
け
る
よ

う
、
教
職
員
一
同
心
を
合
わ
せ
て
邁

進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
の

皆
様
に
は
尚
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

校
長
先
生
ご
挨
拶

名
誉
会
長
（
校
長
）　

鵜
飼　

敦
之

　

昨
年
度
、
校
長
と
し
て
着
任
し
１

年
が
経
ち
ま
し
た
。
日
々
新
た
な
発

見
に
新
鮮
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
学
校

経
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
２
、
３
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
昨
年
度
は
多
少
の
制
限
を
受
け

な
が
ら
も
生
徒
た
ち
の
学
習
の
機
会

を
で
き
る
限
り
確
保
す
る
た
め
、
先

生
方
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
自
身
が
工

夫
を
重
ね
、
様
々
な
行
事
等
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
と

い
う
前
置
き
が
付
く
行
事
の
数
々
で

す
が
、
二
松
学
舎
祭
、
雪
国
体
験
授

業
や
修
学
旅
行
な
ど
、
高
校
生
活
の

思
い
出
と
し
て
印
象
に
残
る
内
容
に

第69期生ホームカミングデー定時総会期別幹事会

日　時　2023年６月10日（土）
　　　　14時
場　所　附属高等学校
※総会議案を審議致しますので、各期の期別幹
　事はご出席下さい。

会
長
ご
挨
拶

会
長　

大
林　

一
夫
（
35
期
）

　

二
松
学
舎
大
学
附
属
高
等
学
校
・

同
窓
会
（
松
友
会
）
会
長
（
35
期
）

の
大
林
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り

松
友
会
の
活
動
並
び
に
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

月
日
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、

会
長
職
を
お
受
け
し
て
か
ら
早
２
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま 

す
。

　

こ
の
２
年
間
で
思
い
深
い
事
と
し

ま
し
て
は
、
野
球
部
の
生
徒
が
、
夏

春
と
４
期
連
続
甲
子
園
出
場
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
す
。
私

が
入
学
時
は
市
原
監
督
（
当
時
エ
ー

ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー
） 

が
春
の
選
抜
高
校

野
球
に
て
見
事
に
準
優
勝
に
輝
い
た

年
で
し
た
。

　

在
校
中
も
地
区
予
選
に
て
準
優
勝

（
当
時
元
千
葉
ロ
ッ
テ
初
芝
さ
ん
）

で
甲
子
園
に
手
が
届
か
ず
…
。 
在
校
中

以
降
も
現
在
に
至
る
ま
で
二
松
学
舎

の
野
球
が
好
き
で
（
も
ち
ろ
ん
学
校

も
）
１
５
０
試
合
以
上
観
戦
し
て
お

り
ま
す
。特
に
長
女
が
附
属
高
校
に

入
学
（
鈴
木
誠
也
さ
ん
の
１
つ
上
で

し
た
）
を
機
に
熱
が
あ
が
り
、
次
女

が
附
属
高
校
入
学
（
大
江
竜
聖
さ
ん

と
同
級
生
で
し
た
）
と
同
時
に
父
母

の
会
会
長
を
３
年
間
お
受
け
し
た
間

は
観
戦
皆
勤
賞
。
現
在
の
松
友
会
会

長
に
な
り
現
在
も
観
戦
皆
勤
賞
で
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
母
校
の
後
輩
た
ち
の
活
躍

を
心
か
ら
期
待
し
、
応
援
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

近
年
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
で
球
場
で
の
応
援
も
制
限
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
終
息
後
は
オ
ー
ル
二

松
の
応
援
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
球
場
に

響
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
々
の
話
題
と
し
て
は
、
我
々
卒

業
生
と
し
て
誇
れ
る
新
一
万
円
札
の

顔
と
し
て
「
渋
沢
栄
一
」
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
渋
沢
栄
一
は
二
松
学
舎

の
舎
長
を
務
め
ら
れ
、
本
学
の
設
立

者
・
三
島
中
州
と
も
関
係
が
深
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

伝
統
あ
る
二
松
学
舎
の
更
な
る
発

展
の
為
、
学
校
法
人
二
松
学
舎
・

松
苓
会
（
大
学
）・
松
友
会
（
附
属

高
等
学
校
）・
松
柏
会
（
附
属
柏
中

高
）
の
同
意
と
協
力
体
制
も
不
可
欠

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

松
友
会
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

新型コロナウイルスの
感染防止対策のため、
本年度は実施しない事
が決定いたしました。

新型コロナウイルスの
感染防止対策のため、
本年度は実施しない事
が決定いたしました。
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元
３
年
Ｅ
組
25
番　

根
津　

祐
海

　

9
月
17
日
か
ら
9
月
20
日
ま
で

Butterfly effect

の
８
人
で
北
九
州
遠

征
に
行
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

初
日
はJA

PA
N DA

NCE DELIGHT

で
踊
ら
せ
て
頂
き
多
く
の
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。

　

二
日
目
が
チ
ー
ム
ダ
ン
ス
選
手
権
大

会
当
日
で
す
。
本
番
は
全
員
が
悔
い
を

残
さ
ず
踊
り
き
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
結
果
を
残
す
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
い
踊
り

が
出
来
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
台
風
の
影
響
で
ホ
テ
ル
に

い
た
の
で
す
が
、
雨
が
降
っ
て
い
な
い

時
に
小
倉
城
を
見
に
行
き
、
ホ
テ
ル
の

中
で
文
化
祭
の
練
習
を
し
た
り
、
叡
明

高
校
の
皆
さ
ん
と
練
習
を
し
た
り
充
実

し
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

目
標
と
し
て
い
た
日
本
一
を
と
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も

充
実
し
た
一
生
忘
れ
る
事
の
な
い
四
日

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

来
年
はButterfly effect

と
チ
ー
ム

二
松
に
文
部
科
学
大
臣
賞
を
取
っ
て
き

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

応
援
し
て
下
さ
っ
た
校
長
先
生
、
学

校
の
先
生
方
、
保
護
者
の
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野
球
部
報
告

野
球
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
小
林
　
杏
綺

　

こ
の
度
は
第
１
０
４
回
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
大
会
出
場
に
際
し
ま
し

て
、
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
３
回
戦
で
惜
し

く
も
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
試

合
を
し
て
い
く
中
で
多
く
の
学
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
甲
子
園
を
目

指
し
て
野
球
が
で
き
る
こ
の
環
境
が
当

た
り
前
で
は
な
い
こ
と
、
多
く
の
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
が
い
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。
今
大
会
で
学
ん
だ
事
、
３
年
生
が

残
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
を
新
チ
ー
ム
に

引
き
継
ぎ
、
４
期
連
続
甲
子
園
出
場
を

目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
必
ず
日
本
一
に
な
り
、
監
督
さ
ん
や

二
松
學
舎
の
み
な
さ
ん
に
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
そ
の
際
は

応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ダ
ン
ス
部
報
告
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期
別
幹
事
会
・
総
会
報
告

　

期
別
幹
事
会
お
よ
び
総
会
は
、
２
０ 

２
２
年
６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の

開
催
で
し
た
が
、
数
年
ぶ
り
に
会
議
室

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
開
催
す
る
こ

2021年度　松友会収支決算報告（2021年4月1日〜2022年3月31日） （単位：円）

【
収
入
の
部
】

科　　目 予算額 決算額 差　額 摘　要

前 年 度 繰 越 金 6,326,617 6,326,617 0 

2021年度卒業生入会金 693,000 690,000 −3,000 3,000円×実卒業生数230人

2021年度卒業生年会費 2,310,000 2,300,000 −10,000 10,000円×実卒業生数230人

卒 業 生 年 会 費 600,000 479,696 −120,304 目標200件

受 取 利 息 10 28 18 

そ の 他 0 0 0 

合　　計 9,929,627 9,796,341 −133,286 

【
支
出
の
部
】

科　　目 予算額 決算額 差　額 摘　要

学 園 祭 支 援 金 100,000 100,000 0 二松学舎祭支援

生 徒 会 支 援 金 400,000 0 400,000 部活動支援　　　　　　　　　　　　　　　

修 学 援 助 金 0 0 0 積立中止も、対象者が発生した場合、援助金の口座から支出

教 育 活 動 支 援 金 500,000 500,000 0 大学・附属高校・柏中高の周年事業費として別口座に積立て

卒 業 記 念 品 費 500,000 266,640 233,360 新卒業生への記念品代

同 期 会 通 信 費 100,000 0 100,000 同期会開催への補助

『 松 友 』 作 成 費 400,000 306,900 93,100 『松友』作成

事 務 費 200,000 69,248 130,752 総会案内など関連印刷物を含む

郵 送 費 100,000 1,630 98,370 ホームカミングデー案内状含む

振 込 手 数 料 10,000 11,440 −1,440 

交 際 費 100,000 30,000 70,000 慶弔費を含む

旅 費 ・ 交 通 費 100,000 13,340 86,660 

松 友 会 基 金 500,000 306,049 193,951 総会後の懇親会補助・ホームカミングデー補助・ＨＰ運営経費

業 者 委 託 費 1,600,000 1,613,881 −13,881 ㈱同窓会事務局（『松友』郵送費を含む）

予 備 費 1,000,000 1,421,984 −421,984 部活動の全国大会出場等に対応（野球部およびダンス部）

次 年 度 繰 越 金 4,319,627 5,155,229 −835,602 

合計 9,929,627 9,796,341 133,286 

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

提
案
通
り
、
令
和
３
年
度
の
事
業
お

よ
び
決
算
、
役
員
人
事
、
令
和
４
年
度

の
事
業
計
画
案
お
よ
び
予
算
案
は
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

<2021年度末残高（次年度繰越金内訳）>（郵便振替）０円+（普通預金円）5,078,877円＋（手許現金）76,352円＝5,155,229円

同
窓
会
報
告

卒
業
生
報
告

「
傘
寿
」
を
迎
え
た
仲
間
た
ち

 

中
移　

昭
彦
（
11
期
Ｂ
組
）

　

２
０
１
７
年
５
月
の
北
海
道
札
幌

を
訪
問
し
て
以
来
、
暫
く
途
絶
え
て
い

た（
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
））「
平
会
」

で
す
が
、
こ
の
間
に
二
人
が
鬼
籍
に
入

り
、
残
さ
れ
た
連
絡
の
取
れ
る
12
人
が

「
傘
寿
」
を
迎
え
、
感
染
状
況
も
や
や

減
少
傾
向
に
入
っ
た
今
、
参
加
を
呼
び

掛
け
た
と
こ
ろ
、
持
病
が
悪
化
し
て
入

院
し
た
り
、
家
族
に
健
康
不
安
を
抱
え

付
き
添
わ
ね
ば
な
ら
な
い
な
ど
で
、
参

加
で
き
た
の
は
５
人
で
し
た
が
、
横
浜

元
町
の
わ
が
ま
ま
を
叶
え
て
く
れ
る
創

作
料
理
店
「
わ
が
ま
ま
」
で
久
方
ぶ
り

に
再
開
、
蟹
爪
・
ふ
か
ひ
れ
料
理
を
堪

能
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
と
高
校

生
当
時
の
印
象
や
、
や
ん
ち
ゃ
し
て
先

生
を
困
ら
せ
た
思
い
出
話
な
ど
な
ど
話

が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
参
加

で
き
な
か
っ
た
仲
間
・
ご
家
族
の
健
康

回
復
を
祈
念
し
て
年
内
に
再
会
す
る
機

会
を
持
と
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
互

い
の
健
康
を
約
束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

病
に
負
け
な
い
！

　

コ
ロ
ナ
に
勝
つ
！

　

昭
和
の
男
は
強
い
ぞ
！
！

　

卒
業
生
の
、
伊
藤　

仂
（
つ
と
む
）

さ
ん
が
、「
ネ
ン
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
国
大
会
」 

の
囲
碁
部
門
全
国
大
会
（
令
和
４
年
11

月
12
日
〜
14
日
）
に
出
場
さ
れ
、
優
勝

（
日
本
一
）
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

相模原あじさいチーム
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2022・二松学舎祭開催

氏　名 大　学 学　部 学　科 担当教科 出身高校

武内優生乃 専　修 法 法　律 地歴公民（希望・日本史） 二松学舎

石坂　直哉 国学院 文　学 史（日本史専攻） 地歴公民 二松学舎

中沖宗太郎 大　正 文　学 歴　史（日本史専攻） 地歴のみ 二松学舎

宇山　里奈 二松学舎 文　学 国　文（国文学専攻） 国　語 二松学舎

中西　弘美 日　本 文　理
（通信教育） （文学専攻） 国　語 二松学舎

高井　彩那 東京理科 理 数 数　学 二松学舎

小川　千咲 日　本 文　理 生命科学（生物専攻） 理　科（希望・生物） 二松学舎

木戸　　彩 女子栄養 栄　養 保健栄養（保健養護専攻） 保　健 二松学舎

　

ま
ず
初
め
に
、
常
日
頃
よ
り
本
校
の
生
徒
会
活

動
に
ご
理
解
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
お
力
供
え
も
あ
り
、
今
年
度
の
文
化
祭

も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
「
そ
れ
ゆ
け
！
二
松
学
舎
〜
愛
と
勇
気
の
二

松
祭
〜
」
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
元
に
二
松
祭

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
の
有
観
客
や
対

面
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
先
生
方
と
協
議

を
重
ね
、
で
き
る
限
り
の
規
制
を
緩
和
し
た
状
態

で
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
私
自
身
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
恥
じ
な
い
行
事
を
運
営
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
二
松
祭
で
は
、「
二
松
祭
実

行
委
員
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
生
徒
会
で
は
な

い
生
徒
か
ら
の
意
見
を
多
く
取
り
入
れ
る
た
め

に
、
五
月
上
旬
か
ら
募
集
を
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
三
年
生
三
人
、
二
年
生
四
人
、
一
年
生
二
人

の
計
九
名
の
方
々
に
二
松
祭
実
行
委
員
と
し
て
、

様
々
な
場
面
で
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
で
の
出
し
物
は
、
三
年
ぶ
り

に
対
面
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
縁
日
や
脱
出
ゲ
ー
ム

な
ど
の
文
化
祭
な
ら
で
は
の
出
し
物
を
始
め
と
し

て
、
映
像
に
よ
る
出
し
物
や
展
示
な
ど
、
各
ク
ラ

ス
、
ク
ラ
ブ
の
特
徴
が
色
濃
く
出
た
出
し
物
と
な

り
ま
し
た
。

　

社
会
情
勢
に
よ
っ
て
、
様
々
な
配
慮
、
規
制
が

求
め
ら
れ
る
今
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
二
松
学
舎

は
こ
れ
か
ら
も
躍
進
し
続
け
ま
す
。
来
年
度
は
今

年
度
よ
り
格
段
に
良
い
二
松
祭
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
会
活
動
並
び
に
二
松
学

舎
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
、
お
力
供
え
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
の

�
教
育
実
習
生
を
紹
介
し
ま
す
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「二松クリアファイル」
デザインコンテスト

松友会主催

　今年度も生徒たちからも評判の良いクリアファイルのデザインを在校生から募集しました。
多くの応募作品の中から、厳正な審査を経て、下記のデザインを選考しました。
　最優秀賞に選ばれたクリアファイルは、在校生に配布すると共に期別幹事会、総会等で配布
する予定です。

3年B組　髙村　結衣さん 1年C組　柿沼　寿音さん

２年D組
大石　かぐやさん

最優秀賞

優秀賞
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恩
師
か
ら
卒
業
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

多
く
の
卒
業
生
か
ら
「
あ
の
先
生
は
お
元
気
で
す
か
？
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
４
年
度
に
３
学
年
を
担
当
し
て
お
ら
れ
ま
し
た

先
生
方
に
、
卒
業
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

Ａ
組　

麻
生　

修
平
（
英
語
科
）

　

こ
の
度
三
年
生
の
担
任
を
務
め
ま
し

た
麻
生
修
平
で
す
。
早
い
も
の
で
私
が

担
任
を
務
め
て
生
徒
を
卒
業
さ
せ
る
の

も
、
今
回
で
三
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

か
く
い
う
私
も
卒
業
生
。
学
年
主
任
の

野
木
も
卒
業
生
。
二
松
学
舎
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
時
代
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
と
思
い

生
徒
へ
の
指
導
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
二
松
学
舎
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
は
、

「
優
れ
た
人
間
力
」
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
優
秀
な
人
間
で
あ
る
前
に
善

良
な
人
間
で
あ
る
こ
と
。
義
理
人
情
を

大
切
に
し
て
、
他
者
の
た
め
に
行
動
で

き
る
こ
と
。
そ
の
よ
う
な
人
間
性
を
育

ん
で
い
く
こ
と
が
、
母
校
で
教
員
を
す

る
甲
斐
性
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
卒
業
生
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
高
校
三
年
間
を
過
し
た
世
代
に
な
り

ま
す
。
学
校
行
事
の
中
止
、
延
期
や
行

動
の
制
限
な
ど
、
生
徒
た
ち
に
は
多
大

な
我
慢
を
強
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
困
難
な
状
況
下
で
も
、
明
る
く
前

向
き
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
き
た
彼
ら

な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
待
ち
受
け
る
困
難

も
乗
り
越
え
て
い
け
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
二
松
学
舎
の
卒
業
生
の

名
に
恥
じ
な
い
活
躍
を
し
て
く
れ
る
こ

と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
組　

服
部　

真
悠
理
（
地
歴
公
民
科
）

　　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り

で
す
。
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

九
段
下
で
は
桜
が
と
て
も
綺
麗
に
咲
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
が
新
し
い
生
活
の

中
で
も
、
沢
山
の
希
望
を
も
ち
、
笑
顔

で
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
こ

編
集
後
記

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
み
な
さ
ん

の
楽
し
い
お
話
を
聞
け
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
組　

西
條　

智
博
（
保
健
体
育
科
）

　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す

か
。

　

卒
業
式
か
ら
早
い
も
の
で
１
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

新
生
活
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
か
ら
多
く
の
困
難
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
３
年
間
で
培
っ
た
“
考
動
力
”

を
武
器
に
、
し
っ
か
り
歩
ん
で
く
だ
さ

い
。

Ｄ
組　

間　

慎
介
（
数
学
科
）

　

あ
の
頃
、
学
校
が
世
界
の
す
べ
て

だ
っ
た
皆
さ
ん
は
新
た
な
世
界
に
飛
び

出
し
て
何
を
想
う
で
し
ょ
う
か
。
二

松
学
舎
で
学
ん
だ
力
を
大
い
に
発
揮
し

て
、
世
界
を
変
え
て
く
れ
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
、
筋
ト
レ
し
な
が
ら
待
っ
て
い

ま
す
。

　

長
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
の
戦
い
も
収
束
が
見
え
て
き
た
。

２
０
２
３
年
３
月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
着

用
に
つ
い
て
の
緩
和
、
同
年
５
月
８
日

か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
５

類
感
染
症
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た
。
そ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て

も
、
現
役
の
高
校
生
た
ち
の
活
躍
は
素

晴
ら
し
く
、
野
球
部
の
４
季
連
続
の
甲

子
園
出
場
や
ダ
ン
ス
部
の
全
国
レ
ベ
ル

で
の
活
躍
は
、
卒
業
生
と
し
て
も
嬉
し

く
、
ま
た
誇
ら
し
く
感
じ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
難
し
い
・
で
き
な
い
と
い
う

思
い
込
み
を
感
じ
さ
せ
な
い
高
校
生
の

パ
ワ
ー
を
見
習
い
た
い
。 

（
紺
）

購
買
の
お
ば
ち
ゃ
ん

あ
り
が
と
う
。

　

二
松
学
舎
の
購
買
に
立
ち
続
け 

て
い
た
だ
い
た
、
あ
の
「
お
ば
ち
ゃ 

ん
」が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

訃
報 Ｅ

組　

野
木　

繁
（
国
語
科
）

　

学
年
主
任・担
任
を
３
年
間
担
当
し
、

こ
の
春
、卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
３
年
間
で
し
た
が
、「
で

き
な
い
こ
と
」
よ
り
「
で
き
る
こ
と
」

を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
を
考
え
な

が
ら
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
前
を
向
い
て
、
歩
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。


